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【手続補正書】
【提出日】平成24年7月4日(2012.7.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　正極活物質を含む正極および負極活物質を含む負極を有する電極体と、有機溶媒中にリ
チウム塩を含む非水電解液と、を備えたリチウムイオン二次電池であって、
　前記正極活物質は、リチウムを含有する二相共存型化合物を９５質量％以上含み、層状
構造のリチウム遷移金属酸化物からなる粒子を０．１～５質量％の割合で更に含有し、
　ここで、前記層状リチウム遷移金属酸化物粒子は、平均粒径が０．１μｍ～２μｍであ
る、リチウムイオン二次電池。
【請求項２】
　前記二相共存型化合物が、以下の一般式（Ｉ）：
　　　ＬｉｘＦｅ１－ｙＭｙＺＯ４　　　（Ｉ）
（ここで、Ｍは、Ｍｎ，Ｍｇ，Ｎｉ，Ｃｏ，Ｃｕ，Ｚｎ，Ｇｅ，Ｃｒ，Ｖ，Ｎｂ，Ｍｏ，
Ｔｉ，Ｇａからなる群から選択される少なくとも一種であり；Ｚは、ＰまたはＳｉであり
；ｘは、０．０５≦ｘ≦１．２を満たし；ｙは、０≦ｙ≦０．５を満たす。）；
　で表されるオリビン型化合物である、請求項１に記載のリチウムイオン二次電池。
【請求項３】
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　２０℃にて０．２Ｃの定電流でＳＯＣ０％から１００％まで充電する電圧傾斜測定試験
において、ＳＯＣ５０％～１００％の領域でＳＯＣ－電圧曲線の微分値ｄＶ／ｄ（ＳＯＣ
）が０．１２５以下に維持される、請求項１または２に記載のリチウムイオン二次電池。
【請求項４】
　前記層状リチウム遷移金属酸化物粒子は、以下の一般式（ＩＩ）：
　　　ＬｉＮｉ０．３＋ｍＭｎ０．３＋ｎＣｏ０．４－ｍ－ｎＯ２　　　（ＩＩ）
（ここで、ｍは、０≦ｍ≦０．４を満たし；ｎは、０≦ｎ≦０．４を満たす。）；
　で表される組成を有する、請求項１～３のいずれか一項に記載のリチウムイオン二次電
池。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載のリチウムイオン二次電池を備える、車両。
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